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子供や自転車などが・・・活動期に入ります、注意して走行しましょう

子ども、自転車、散歩・・・住宅街の走行は、『徐行』、『安全確認』

重機・トラクターの積み降し時は、

地面の水平を確認し、

登坂板から外さないように注意しましょう

飲酒運転 こんなことで、自分の人生を「棒に振ってよいのか」

トラクター横転、挟まれ男性死亡
男性は左半身の頭から胸にかけて、

横転したトラクターの後部のロータリー部分に

巻き込まれる形で挟まれていた

２０２０／６／２６（金） ５：３０

２５日午後７時半ごろ、岐阜県の畑で、「父親がトラクターの下敷きになっている」と長男（４７）から警察に通

報がありました。警察と消防が駆けつけましたが、横転したトラクターに男性（７５）が挟まれていて、その場で

死亡が確認されました。男性は左半身の頭から胸にかけて、横転したトラクターの後部のロータリー部分に巻き

込まれる形で挟まれていたということです。

「自分は運転しても大丈夫だろうと…」
20代消防士、飲酒運転で懲戒免職

「悪いことと分かっていたが、自分は運転しても大丈夫だろうという自信があった。」

「大変なことをしてしまった」

２０２０／６／２５（木） ２０：２９

福井県の某市消防局は２４日、２０代男性消防士が酒気帯び運転の疑いで摘発され、消防士を同日付で懲戒免職処

分としたと発表した。

市消防局によると、消防士は酒気を帯びて２０日午前２時ごろ、市内で自家用車を運転した。消防士は１９日午後８

時から２０日午前２時にかけ、飲食店２軒で友人５人と酒を飲んだという。うち１人を自家用車に乗せて友人宅に向か

っていたところ、新型コロナウイルス感染防止のための県の行動自粛要請が緩和されたことを受けた警察の一斉

飲酒検問で摘発された。

消防士は、消防局の調べに「悪いことと分かっていたが、自分は運転しても大丈夫だろうという自信があった

。大変なことをしてしまった」との趣旨の説明をしている。


